
１ 日 時    令和２年９月２９日（火）１０：５０～１１：４０ 

２ 学年・学級  ２年 A，B 組男子（計３８名） 

３ 場 所    ２年 A 教室 

４ 単元について 

 

 

本単元は，中学校学習指導要領（平成２９年告示）の保健分野 (３)傷害の防止 （ウ）自然災害

による傷害の防止の内容である。 本単元では,次のような資質・能力を育成することと示されてい

る。 
 

（３）傷害の防止について，課題を発見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ア 傷害の防止について理解を深めるとともに，応急手当をすること。 
（ア）交通事故や自然災害などによる傷害は，人的要因や環境要因などが関わって発生するこ

と【知識及び技能】 
（イ）交通事故などによる傷害の多くは，安全な行動，環境の改善によって防止できること【知

識及び技能】 
（ウ）自然災害による傷害は，災害発生時だけではなく，二次災害によっても生じること。ま

た，自然災害による傷害の多くは，災害に備えておくこと，安全に避難することによって

防止できること【知識及び技能】 
（エ）応急手当を適切に行うことによって，障害の悪化を防止することができること。また，

心肺蘇生法などを行うこと【知識及び技能】  
イ 傷害の防止について，危険予測やその回避の方法を考え，それらを表現すること【思考力・

判断力・表現力等】 
 
本単元の自然災害による傷害の防止は，例えば，地震が発生した場合に家屋の倒壊や家具の落下，

転倒などによる危険が生じること，また，地震に伴って，津波，土砂崩れ，地割れ，火災などによ

る二次災害によっても生じることが理解できるようにする。自然災害による傷害が災害発生時だけ

ではなく，二次災害によっても生じることから，その防止には，日頃から災害時の安全の確保に備

えておくこと，地震などが発生した時や発生した後，周囲の状況を的確に判断し，冷静・迅速・安

全に行動すること，事前の情報やテレビ，ラジオ等による災害情報を把握する必要があることを理

解できるようにする単元である。 
 

 
 

「傷害の防止」 
～南海トラフ大地震発生！その時あなたはどうする？～ 

保健体育 第２学年 尾道市立高西中学校 指導者 中畑 聡一朗 

単
元
名 

本校の育成する資質・能力 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・協働性 

（１）単元観 
 



  

 

 

 本学級の生徒は，非常に活発に活動することができる。体育分野においては記録更新や技の習得に向

けて進んで練習するなどとても意欲的に活動に取り組むことができる集団である。 

防災学習のアンケート結果は，災害後の生活について学習していく必要があると答えた生徒は，９

０％であり，この単元について非常に学習意欲が高いことがわかる。また，災害後，自分自身は家族や

地域のために行動できると答えた生徒は，７０％を超えており災害後に何か役に立ちたいと思っている

生徒が多いことがわかる。しかし，災害後の具体的なイメージができると答えた人は６１％であること

から，意欲はあるが具体的に何をしたら良いのかイメージできていない生徒が多いことが課題であるこ

とがわかった。 

 

 
 

 

  

指導にあたっては，次の３点の指導の工夫を行う。 

①一昨年の西日本豪雨による断水経験などを想起させ，交流することで災害後のイメージを具体化させ 

る。また，平成２３年の東日本大震災では，中学生が普段の訓練や学習での知識を活かして，津波か 

ら逃れたという例もあるように、自らの身を守る知識を学ぶことに必然性をもたせる。 

②大地震が起きたことを想定し，設定された様々な場所に応じた避難方法を考えることで，自他の危険 
の予測を基に，危険を回避したり，傷害の悪化を防止したりする方法を考え，適切な方法を選択し， 
それらを伝え合うことができるようにする。 

③総合的な学習の時間で学んでいる防災学習とも関連付けて，自然災害による傷害の防止には何が必要 
なのか考えさせる。 

 
 

 

   

〇交通事故や自然災害などによる傷害の発生要因，交通事故などによる傷害の防止，自然災害に よ
る傷害の防止，応急手当の意義と実際について，理解することができるようにするとともに， 心
肺蘇生法などの技能を身に付けることができるようにする。【知識及び技能】 

〇傷害の防止に関わる事象や情報から課題を発見し，自他の危険の予測を基に，危険を回避した り，

傷害の悪化を防止したりする方法を考え，適切な方法を選択し，それらを伝え合うことができる

ようにする。【思考力・判断力・表現力等】  
〇傷害の防止について，課題の解決に自主的に取り組もうとすることができるようにする【主体性・

協働性】 

 

 

 

＋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の目標 

（２）生徒観（調査結果等から見る課題） 
 

（３）指導観 
 



 
 
 

資質・能力 本校が育成を目指す資質・能力 本校が育成を目指す資質・能力を身に付けさせるた

めの手立て 

知・技 

交通事故や自然災害などによる傷

害の発生要因，自然災害による傷

害の防止について，理解すること

ができるようにする 

南海トラフ大地震を想定することにより，危機感や課

題意識を持たせる。 

思・判・表 

傷害の防止に関わる事象や情報か

ら課題を発見し，自他の危険の予

測を基に，危険を回避したり，傷害

の悪化を防止したりする方法を考

え，適切な方法を選択し，それらを

伝え合うことができるようにす

る。 

自分たちの身近な場所を数多く設定することで，より

具体的な避難方法を考えられるようにする。 

主・協 
傷害の防止について，課題の解決

に自主的に取り組もうとすること

ができるようにする。 

他者の考えを共有し，自分の考えを再考するようにす

る。また，振り返りをして，その時間の学びを振り返

り，次時の学習の動機付けを行うことができるように

する。 
 
 
 
 

ア 知識及び技能 イ 思考力，判断力，表現力等 ウ 学びに向かう力，人間性等 
①自然災害による傷害は，例え 

ば，地震が発生した場合に家屋 

の倒壊などによる危険が原因と 

なって生じることや，地震に伴 

って発生する津波などの二次災 

害によっても生じることを理解 

している 

②自然災害による傷害の防止に 

は，自他の安全を確保するため 

に冷静かつ迅速に行動する必要 

があることについて，理解した 

ことを言ったり書いたりしてい 

る。 

①傷害の防止について，それら

に関わる事柄や情報などを 整

理したり，個人生活と関連付け

たり して，自他の課題を発見し

ている。 

②傷害の防止について，自他の

危険の予測や回避の方法と，そ

れを選択した理由などを，他者

と話し合ったり，ノートなどに

記述したりして，筋道を立てて

伝え合っている。 

①傷害の防止について，「大地震

発生時に傷害を防ぐにはどうし

たらよいのか」という課題の解

決に向けての資料で調べようと

している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の評価規準 

本校で育成を目指す資質・能力と評価規準との関わり 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 学習内容 

評     価 

評価規準（評価方法） 

【評価規準，資質・能力】 

１ 

・過去の災害について資料を見て，自然災害

発生による傷害と二次災害による傷害があ

ることを理解する。 

・過去の起こった災害を想起し，自分たちの

行動を振り返る。 

自然災害による傷害は，例えば，地震が 

発生した場合に家屋の倒壊などによる危

険が原因となって生じることや，地震に

伴って発生する津波などの二次災害によ

っても生じることを理解している。 

（ワークシート） 

自分の経験と関連付けて考えている。 

（振り返りシート） 

【ア-①，イ-①】 

２
（
本
時
） 

・大地震が起こった時の自分たちの行動を予

測する。 

示された場所について，自他の安全を確保す

るために適切な避難方法をグループ検討し

，発表する。 

 

傷害の防止について，自他の危険の予測や

回避の方法と，それを選択した理由など

を，他者と話し合ったり，ノートなどに記

述したりして，筋道を立てて伝え合ってい

る。 
【ア-②，イ-②】 

３ 

・既習事項をまとめる。 

・災害後の生活に関する資料を見て，現在

の自分にできることを考える。 

傷害の防止には何が必要かまとめられて

いる（ワークシート） 

【ア-②，ウ-①】 

指導と評価の計画 



 

 

（１）本時の目標   

    南海トラフ大地震が発生したことを想定して、場所に応じた適切な避難方法を考えることができる 

 

                                 （思考力・判断料・表現力等） 

（２）観点別評価規準 

Ｂ Ａ Ｃ 

場所に応じた避難方法を考えてい
る。 

場所の特徴と関連付けて，避難方
法を考えている。 

地震発生時の避難方法につ

いて考えている。 

 

（３）準備物   

 ・ホワイトボート，掲示物，クリアファイル 

  

（４）学習の展開 

 
学習活動 

◇指導上の留意事項 
◆「努力を要する」状況と判断した

生徒への指導の手だて 

評価規準 
（評価方法） 

導

入 

①緊急地震速報の音声を聞く。 
 
 
 
②南海トラフ大地震のシュミレーショ

ン映像を視聴する。 
・日本，広島，尾道の被害の概要につい

て知る。 
③めあての掲示 
 
 
 

◇号令が終わったタイミングで生徒

には分からないようにタブレットを

操作して鳴らす。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

展

開 
① 
 

④地震発生による危険や被害を予測す

る。（集団思考） 

⑤安全な場所に避難する方法を考える。

（集団思考） 

 

 

 

 

 

 

◇グループ分けを行う。 
 
 

行動観察 
 

展    

開 
② 

⑥各班 1 分で発表する。 
（全体交流） 
 

◇各班の発表を聞く。 ホワイトボード 

本時の学習 

本時のめあて 
 「南海トラフ大地震が発生したことを想定して、場所に応じた適切な避難方法を考えることができる」 

１ 尾道駅      ６ しまなみビーチ（向島） 

２ 東尾道公園    ７ パルコ前（広島市内） 

３ フジグラン東尾道 ８ 桂浜（高知県） 

４ マザーベアー   ９ 渋谷駅（東京都地下鉄） 

５ 高須トンネル（尾道バイパス） 



振

り

返

り 

⑦振り返りを書く。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○生徒の振り返り例 
・地震が発生した時は，揺れによる被害だけではなく，津波や火災などの

二次災害によっても被害を生じる。 
・地震発生時の場所の特徴によって避難の方法を考える必要があること

がわかった。 
・避難場所の情報をより早く集める方法にはどのようなものがあるのか

知りたい。 
 


